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1．本調査の意義と概要
　戦前から日本に居住している在日コリアンは、1945 年 8 月には約 230 万人ほどいたといわ
れるが、その後、朝鮮半島への帰国、そして日本への国籍変更（帰化）などによって在日コリ
アンの人口は減少の一途をたどってきた。2015 年 12 月末現在、韓国・朝鮮籍者は約 49 万人、
このうち、特別永住者は約 34 万人である。朝鮮半島が日本の植民地であった時代から日本に
継続的に居住する在日コリアンの世代構成も 1 世・2 世から 3 世・4 世へと徐々にシフトしつ
つある。
　しかし、日本国籍取得者及び国際結婚によって生まれた人たちを含めると日本には 100 万人
以上のコリアン系の人々が存在するといわれている。つまり在日コリアンも多様化しているの
である。
　日本における在日コリアンに関する資料や研究は膨大な数にのぼるが、言語に限って見渡せ
ば、まだそれほど多くはない。言語そのものを扱った先行研究も、話しことばやコード・スイッ
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言語音声コミュニケーションにおける在日コリアンのバイリンガリズム
チに関する研究などがあるにはあるが、我々に量的充足感を与えるものではない1。
　そのような状況に鑑み筆者は、2006年11月から2008年12月まで、言語意識と言語生活をテー
マとした大規模な学術調査（アンケート調査 902 人と聞き取り調査 83 人）を行った。
　被調査者は朝鮮学校周辺コミュニティである。このような調査は、被調査者コミュニティに
おいてはじめて行われた大規模調査であり、アンケート質問も先行研究にて扱われてこなかっ
た内容を含んでいる。
　本稿はその中から、在日コリアンの話しことばに関する優先言語（自分でより能力があると
判断する言語）調査を行い、話しことばにおけるバイリンガルがどのような様態で存在してい
るのかを分析した研究である。本稿の話しことばに関するアンケート調査に協力してくれた人
は 778 人である。質問はすべて「朝鮮語と日本語どちらが自信あるか、簡単であるか」という
優先言語の回答を求めるものである。
　アンケートの質問は、1）日常会話、2）スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す、3）
あいさつ（冠婚葬含む）、4）自分の考えを正確に、繊細に伝えることが出来ることば、の 4 つ
である。本稿ではこの順番でアンケート結果を 12 の「図表」として公表し分析を行う。
　被調査者層は中学生、高校生、大学生と大学院生、学校教員、一般成人である2。世代調査
をしたところ、すべての被調査者が 2，3，4 世であった。つまり全ての人が日本で生まれ育っ
た人たちであり、第 1 言語は日本語である。
　このコミュニティに属する人たちは、①朝鮮学校生徒と卒業生、または卒業はしていないが
学んだ経験を有する人たち、②学校に子どもや親戚などが通っている大人たち、③学校を中心
とした在日コミュニティとの付き合いがある人たちである。国籍も朝鮮籍・韓国籍だけでなく
日本国籍者もいる。また数は少ないものの、上にあげた①、②、③と関係がある中国朝鮮族の
人たちもいる。被調査者コミュニティには最近日本に渡ってきた韓国からのニューカマーの人
たちも存在する。
　朝鮮学校には現在、a：在日どうしの間に生まれた子ども、b：在日と日本人の間に生まれ
た子ども、c：在日と韓国人の間に生まれた子ども、d：韓国人と日本人の間に生まれた子ども、
e：在日と中国朝鮮族の間に生まれた子どもなどが通っている。
　話す行為とコミュニケーションはイコールではない。コミュニケーションのモードには言語
音声コミュニケーション、言語非音声コミュニケーション、非言語音声コミュニケーション、
非言語非音声コミュニケーションがある。またメッセージの発信と受診、意図の有無、意識と
無意識などの関係性から捉え本質論に迫るのがコミュニケーション学では不可欠であるが、こ
こでは学問領域としてのコミュニケーション学には深入りせず、話す行為は言語（記号）を音
声として発するので言語音声コミュニケーションであるとの立場から、話す言語行為はコミュ
ニケーションの範疇に属すると考えから論旨を展開する3。
 
1 在日の言語に関する先行研究としては伊藤英人（2006）、 生越直樹（2005）、金徳龍（1991）、 真田信治／他 [ 編 ]（2005）、
ジョン・C・マーハ／川西由美子（1994）、 藤井幸之助（1999）などがある。
2 中学・高校生とその他ではアンケート質問が若干違うので、中学・高校生の統計がない「図表」がある事をことわっ
ておく。
3 記号論に関しては池上嘉彦（1984）を参照されたい。
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2．日常会話
図表 1：「日常会話」の％統計
11.1
25.8
23.9
3.0
2.1
80.9
60.5
72.7
93.9
97.9
8.0
13.7
3.4
3.0
0.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%
成人
教員
大学生・院生
高校生
中学生
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
 
　日常会話は、すべての被調査者において日本語が優勢であるという結果を伺い知ることが出
来た。特にこの傾向は、若い世代に顕著に現れた。中高生の場合、朝鮮語を習得している過程
であるということを考える時、このような結果が出ることは予想の範囲内であった。つまり基
本的に二次的バイリンガリズムであるための結果ともいえる4。
　相対的に見て、大学生・院生と教員の「朝鮮語」回答が高かったという結果をどう分析でき
るだろうか。大学生・院生の場合、朝鮮語を用いて勉強・研究しているということと関係があろう。
　朝鮮大学校は、日本人講師（法学などを担当）と外国人講師（英語など外国語担当）以外の
講義はすべて朝鮮語でおこなわれている。また大学での生活は、朝鮮語が優勢な位置を占めて
いるという環境が大きく影響しているものと考えられる。たとえば売店・食堂（福利厚生施設）
などでの会話、大学教務・学生支援などの窓口でのコミュニケーション（ことばのやり取り）
は基本的に朝鮮語である。だからといって学生間の会話がすべて朝鮮語であるということでは
ない。聞き取り調査によると、親しい友人間において朝鮮語を使うと堅苦しい会話になるので
自然と日本語での会話になる場合もあるという。また逆に、それほど親しくない間柄や、はじ
めて会話する相手（学生同士も含む）には朝鮮語を使う傾向が多分にあるという。
　この事例からすべてに当てはまるわけではないにせよ、若い世代にとって朝鮮語を使うこと
は「形式張った」感じがあり、よそよそしいと感じる傾向が少なからずあるのではないかと思
われる。
　教員の場合、職場が朝鮮語を要求すること、教授言語と学生指導などはすべて朝鮮語によっ
ておこなわれていることなどが、このような結果を生み出していると考えられる。聞くところ
4 二次的バイリンガリズム（secondary bilingualism）とは、第 2 言語を学校で習ったバイリンガリズムを指す。
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によると、教員は公私を問わずいつも「模範」を要求されるが、朝鮮語が堪能であるか、正し
いことば使いであるかが基準の一つにもなるという。
　このような諸要因が、日常会話における朝鮮語％（相対的に高い）に反映されていると考え
られる。
　年代別に学校教員の詳細統計を出してみたものが「図表 2」である。また一般成人を年代別、
そして男女別に分けて集計してみたところ、「図表 3」のようになった。
　この二つの詳細統計から注目すべきは、「朝鮮語である、どちらともいえない」を合わせると、
50 代以上の教員は 91％、40 代教員は 66.6％、50 代以上の成人男性は 53.3％になること、そし
て 50 代以上の女性（47.6％）、30 代教員（41.7％）も比率が拮抗しているという結果が出たこ
とである。
　50 代以上の場合、朝鮮語が第一言語であると考えられる 1 世とともに家庭生活を送ってき
たということ、そして朝鮮語使用率の高い朝鮮語コミュニティ（在日社会）での言語生活が色
濃く反映されたものだと分析できよう。
図表 2：「日常会話」の教員年代別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代 53 人 5 人（9.4％） 45 人（84.9％） 3 人（5.7％）
30 代 36 人 9 人（25.0％） 21 人（58.3％） 6 人（16.7％）
40 代 24 人 11 人（45.8％） 8 人（33.3％） 5 人（20.8％）
50 代以上 11 人 7 人（64.0％） 1 人（9.0％） 3 人（27.0％）
図表 3：「日常会話」の成人年代別・男女別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代男性 39 人 3 人（7.7％） 33 人（84.6％） 3 人（7.7％）
20 代女性 32 人 0 人（0.0％） 32 人（100％） 0 人（0.0％）
30 代男性 31 人 5 人（16.1％） 24 人（77.4％） 2 人（6.5％）
30 代女性 36 人 3 人（8.3％） 32 人（88.9％） 1 人（2.8％）
40 代男性 33 人 0 人（0.0％） 29 人（87.9％） 4 人（12.1％）
40 代女性 18 人 1 人（5.5％） 14 人（77.8％） 3 人（16.7％）
50 代以上男性 15 人 6 人（40.0％） 7 人（46.7％） 2 人（13.3％）
50 代以上女性 21 人 7 人（33.3％） 11 人（52.4％） 3 人（14.3％）
　なお一般成人における20代女性、40代男性の統計では朝鮮語と回答した人が「0」であったが、
言語能力には個人差があるということを念頭に判断する必要があろう。
　全体としてのパーセンテージを眺めるとき、やはり学校教員と一般成人の差は明白であり、
言語環境が人々のバイリンガル能力に与える影響は大きいということが実証された好例ではな
いだろうか。
　「日常会話」のまとめとしては、朝鮮学校周辺コミュニティにおいては、日常会話は日本語
が朝鮮語より優勢である、しかし能力上、朝鮮語と日本語が拮抗している人が少なからず存在
するということをおさえておきたい。
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3．スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す5
　「図表 4」を見ると、成人は朝鮮語と日本語が拮抗しているが、中高生、大学生・院生、教
員いずれも朝鮮語が優勢であった。特に大学生・院生（74.4％）と教員（83.1％）においては、
驚くほど朝鮮語に自信があり、得意であるという結果、そして「どちらともいえない」を加味
すると、この設問においては朝鮮語が第一言語のような役割をしている、とも分析できる。ま
た中学・高校生においても、この分野での能力は朝鮮語が優勢であるという意外な結果が出た。
図表 4：「スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す」の％統計
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図表 5：「スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す」の教員年代別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代 53 人 41 人（77.4％） 5 人（9.4％） 7 人（13.2％）
30 代 36 人 29 人（80.5％） 3 人（8.3％） 4 人（11.1％）
40 代 24 人 23 人（95.8％） 0 人（0.0％） 1 人（4.2％）
50 代以上 11 人 10 人（90.9％） 0 人（0.0％） 1 人（9.1％）
図表 6：「スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す」の成人年代別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代 71 人 39 人（54.9％） 30 人（42.3％） 2 人（2.8％）
30 代 67 人 27 人（40.3％） 36 人（53.7％） 4 人（6.0％）
40 代 51 人 20 人（39.2％） 25 人（49.0％） 6 人（11.8％）
50 代以上 36 人 17 人（47.2％） 16 人（44.4％） 3 人（8.3％）
5 中高生の質問である「フォーマルな場面で話す」も同類の質問として扱う。
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すると、この設問においては朝鮮語が第一言語のような役割をしている、とも分析できる。ま
た中学・高校生においても、この分野での能力は朝鮮語が優勢であるという意外な結果が出た。
図表 4：「スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す」の％統計
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図表 5：「スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す」の教員年代別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代 53 人 41 人（77.4％） 5 人（9.4％） 7 人（13.2％）
30 代 36 人 29 人（80.5％） 3 人（8.3％） 4 人（11.1％）
40 代 24 人 23 人（95.8％） 0 人（0.0％） 1 人（4.2％）
50 代以上 11 人 10 人（90.9％） 0 人（0.0％） 1 人（9.1％）
図表 6：「スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す」の成人年代別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代 71 人 39 人（54.9％） 30 人（42.3％） 2 人（2.8％）
30 代 67 人 27 人（40.3％） 36 人（53.7％） 4 人（6.0％）
40 代 51 人 20 人（39.2％） 25 人（49.0％） 6 人（11.8％）
50 代以上 36 人 17 人（47.2％） 16 人（44.4％） 3 人（8.3％）
5 中高生の質問である「フォーマルな場面で話す」も同類の質問として扱う。
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　この言語現象の要因をどのように分析できるだろうか。この質問は、人前で「話す」行為を
前提にしているが、それもくだけた会話ではなく、あえて言えば「公式的な場」での、または
大勢の聴衆が存在する「場」でのスピーチなどが主である。たぶんそのような「場」の有無、
あるいは「場慣れ」に関係していると思われる。つまりフォーマルな「場」において日本語と
朝鮮語スピーチの「場」がどれだけあるのかといことではないだろうか。
　一般成人の場合、日本の市民社会においてビジネス上、また地域社会との付き合い上など、
日本語によるスピーチが必要不可欠である。それらが結果に反映されていると考えられるが、
学生、教員などは「外（日本社会）」でのスピーチよりも「内（在日社会と朝鮮語コミュニティ）」
におけるスピーチが必然的に多くならざるをえない環境におかれていると考えられる。その
「内」でのスピーチは必然的に朝鮮語がメインとなるであろう。
　朴一（1999）は、韓国民団や朝鮮総連傘下の民族学校の問題点として「隔離」をあげながら
「「隔離」された環境のなかで民族文化を満喫することができた」と述べながら「民族学校の担
い手たちは日本のような差別社会に在日コリアンが入りこんで「同化」してしまうよりも、在
日コリアンは日本人から分離された環境のなかで徹底した民族教育を展開していくべきだと考
えた」という。この指摘が 21 世紀の今日、当てはまるのかは検討が必要である。
　朝鮮学校教員および学父母からの聞き取り調査によると、現在は以前よりも「開かれた民族
教育」を目指しているという。また朝鮮学校における初級部〜高級部までは文部科学省が認定
する一条校に順ずる処遇を求めながら運動を展開しているが、大学（朝鮮大学校）も公的研究
費などの獲得や私立大学並みの地位・待遇を求める運動を本格的に展開すべきである、という
声もあった6。
　いずれにせよ、日本語による公式な「場」での接触（発言の機会）が少ないということが、
このようなスピーチ能力の結果を産出させているということであろう。これらの要因は在日側、
日本社会側双方の努力により解決を目指す問題であろう。
　調査結果により、朝鮮語でのスピーチの場が多く、かつ熟達しているということ、それによ
り朝鮮語による討論、議論などの「発言」に自信を持っていて、第一言語である日本語よりも
朝鮮語の方が優勢であるということは、民族教育と朝鮮学校周辺コミュニティにおける特徴で
あるといえよう。討論・議論などは日常会話と違って、論理的な思考と構成を必要とする発話
であることをおさえておきたい。
　社会言語学的立場からバーンスタイン（Basil Bernstein）による「制限コード（restricted 
code）」、「精密コード（elaborated code）」理論を、前出の「1」の日常会話と、「2」のスピーチ、
会議などフォーマルな場面で話す行為を分析すると「1」の日常会話は日本語による制限コー
ドが、「2」のスピーチ、会議などフォーマルな場面で話す行為は朝鮮語による精密コードを使
う傾向が認められるという貴重な結果を抽出できたことは学術上、意義深い7。
6 これらの実現のためには、全体的に開かれた大学教育、内なる改革（システム改革・意識改革）が求められる一方、
日本における在日の法的・社会的地位の向上、日本と北朝鮮、朝鮮半島南北の関係改善などによる東アジアの冷
戦構造の終焉などが前提になりながら、徐々に前進して行くものと考えられる。
7 P. トラッドギル（2005）に概念と詳細な分析がなされている。しかし階級によるコードの使い分けと習慣に関す
る諸見解は、在日にはそのまま当てはめることが出来ないと考えられる。その主な根拠として在日の場合、一つ
の言語による 2 つの変種だけではなく、コードに朝鮮語、日本語という 2 つの別言語がバイリンガルとして複雑
に存在すること、また在日を社会階級上区分する困難が立ちはだかることをあげられる。
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　学校教育では精密コードに親しむ機会が多々あり、かつそれは朝鮮語であるということ、生
活言語は日本語が優勢であるということである。
4．あいさつ（冠婚葬祭含む）
　この質問はあいさつ（冠婚葬祭含む）の場合、「日本語と朝鮮語、どちらが自信あるか」と
いうことであるが、先ほどの「4」におけるフォーマルな場面でのスピーチが比較的長く「話す」
行為であるとするならば、このあいさつは比較的短く、ある程度「かたち」が固定されている
と考えられる発話であろう。しかし「かたち」がある程度固定されているとはいえ、年齢・社
会的地位における上下関係、人間関係上の「濃淡」、喜怒哀楽の感情、場所・場面などによる
状況によって、臨機応変に対応しなければならないという難しさも含んでいる。
　あいさつは親友・同窓生、家族親族間など身近な人へのあいさつもあるが、総じてフォーマ
ルな発言・発話であり、朝鮮語であろうと日本語であろうと、一般社会常識の範疇であるかと
いう評価と形式が付きまといやすいということが特徴でもある。なお中高生にはこの質問をも
うけていないため統計はない。
　結果（図表 7）は、あいさつにおいては明らかに朝鮮語が優勢言語であることを物語っている。
この分野でも一般成人とその他（大学生・院生、教員）との差が認められる。これもやはり朝
鮮語でのあいさつの機会と、日本語でのあいさつの機会の差（多いか少ないか）が反映されて
いると考えられる。
　一般成人の場合、日本社会において日本人、あるいは朝鮮語を必要としない在日との接触が
たくさんあるが、学生、教員の場合、一般成人と比べそのような接触が少ないのではないかと
推測される。これは朝鮮学校周辺コミュニティ内における人々との接触と、その他さまざまな
コミュニティの人々との接触頻度に関わる事柄でもあろう。
図表 7：「あいさつ（冠婚葬祭含む）」の％統計
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　学校教育では精密コードに親しむ機会が多々あり、かつそれは朝鮮語であるということ、生
活言語は日本語が優勢であるということである。
4．あいさつ（冠婚葬祭含む）
　この質問はあいさつ（冠婚葬祭含む）の場合、「日本語と朝鮮語、どちらが自信あるか」と
いうことであるが、先ほどの「4」におけるフォーマルな場面でのスピーチが比較的長く「話す」
行為であるとするならば、このあいさつは比較的短く、ある程度「かたち」が固定されている
と考えられる発話であろう。しかし「かたち」がある程度固定されているとはいえ、年齢・社
会的地位における上下関係、人間関係上の「濃淡」、喜怒哀楽の感情、場所・場面などによる
状況によって、臨機応変に対応しなければならないという難しさも含んでいる。
　あいさつは親友・同窓生、家族親族間など身近な人へのあいさつもあるが、総じてフォーマ
ルな発言・発話であり、朝鮮語であろうと日本語であろうと、一般社会常識の範疇であるかと
いう評価と形式が付きまといやすいということが特徴でもある。なお中高生にはこの質問をも
うけていないため統計はない。
　結果（図表 7）は、あいさつにおいては明らかに朝鮮語が優勢言語であることを物語っている。
この分野でも一般成人とその他（大学生・院生、教員）との差が認められる。これもやはり朝
鮮語でのあいさつの機会と、日本語でのあいさつの機会の差（多いか少ないか）が反映されて
いると考えられる。
　一般成人の場合、日本社会において日本人、あるいは朝鮮語を必要としない在日との接触が
たくさんあるが、学生、教員の場合、一般成人と比べそのような接触が少ないのではないかと
推測される。これは朝鮮学校周辺コミュニティ内における人々との接触と、その他さまざまな
コミュニティの人々との接触頻度に関わる事柄でもあろう。
図表 7：「あいさつ（冠婚葬祭含む）」の％統計
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図表 8：「あいさつ（冠婚葬祭含む）」の教員年代別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代 53 人 44 人（83.0％） 8 人（15.1％） 1 人（1.9％）
30 代 36 人 34 人（94.4％） 1 人（2.8％） 1 人（2.8％）
40 代 24 人 23 人（95.8％） 1 人（4.2％） 0 人（0％）
50 代以上 11 人 11 人（100％） 0 人（0％） 0 人（0％）
図表 9：「あいさつ（冠婚葬祭含む）」の成人年代別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代 71 人 51 人（71.8％） 19 人（26.8％） 1 人（1.4％）
30 代 67 人 49 人（73.1％） 15 人（22.4％） 3 人（4.5％）
40 代 51 人 35 人（68.6％） 12 人（23.6％） 4 人（7.8％）
50 代以上 36 人 27 人（75.0％） 7 人（19.4％） 2 人（5.6％）
　聞き取り調査によると、在日社会ではあいさつ（冠婚葬祭含む）をする時に、相手が朝鮮語
を知っている場合はほとんど朝鮮語になるという。このようなケースの場合、日本語を用いて
あいさつすることは「失礼」にあたると考える人が少なからず存在するということ、そして「よ
そよそしさ」が感じられ、あいさつする人と受ける人の距離感が遠のくようであるという。あ
いさつが朝鮮語の場合、人間関係の親しさが増すということであるが、これはあくまでも在日
同士の場合である。言語生活感情の一断面と捉えることも出来よう。
　この現象をどのように分析できるだろうか。
　筆者は、このあいさつことばに言語と社会との関係、つまり言語意識を読み取ることが出来
るのではないかと考えている。つまり朝鮮語を知る人に対して日本語であいさつした場合、あ
いさつの受け手が「無礼」、「よそよそしさ」を感じるのではないかと危惧するということであ
る。何語でのあいさつなのかが、人間関係における「距離感」にも反映される可能性があると
いうことである。
　このことから、在日同士のあいさつにおいては、朝鮮語が日本語とは違う機能を担っている
可能性も否定できない。
　この見解は筆者が、ファーガソンによるダイグロシアの概念を参考に導き出した見解である。
しかし高・低変種として完全区分けしてみることには問題がある8。またフィッシュマンは、
バイリンガリズムとダイグロシアの関係を交差させ 4 つの状況が現れるという見解を示した
が 9、それにより今回の被調査者を分析すると、「バイリンガリズムとダイグロシアの共存」
みたいなものであるといえるが、人々の言語意識、コミュニティにおける習慣や人間関係など
が複雑に絡み合ったものになっていると分析できる。
8 ダイグロシア（diglossia）とは、同一の共同体の中に「低位変種」と「高位変種」という二つの言語形態が共存
する状況を指す。ダイグロシアに関する詳細な特徴分析に関しては糟谷啓介（1999）を参照されたい。
9 ①バイリンガリズムとダイグロシアの共存、②ダイグロシアのないバイリンガリズム、③バイリンガリズムのな
いダイグロシア、④ダイグロシアもバイリンガリズムもない状況という 4 つの状況。ルイ＝ジャン・カルベ（2002）
を参照されたい。
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　あいさつは、被調査者にとってコミュニティ生活を営む上で大変重視されている。例えば学
校教育だけでなくコミュニティの中でも「東方礼儀之国」ということばが頻繁に使われ、外す
ことの出来ないエスニック道徳観として重視されている。
　この「東方礼儀之国」ということばは、辞典にも載っているが、例えば韓国の『
 （セウリマルクンサジョン）』上』（1974 年初版　三省出版社）には「礼儀をよく守る東の
国。むかし中国が我が国を表したことば」となっている。また北朝鮮の『 （朝鮮
語大辞典）1』（1992 年社会科学出版社）には「東方にある礼節に満ち溢れた国という意味で
むかしから礼儀正しい我が国を指すことば」となっている。
　朝鮮学校周辺コミュニティでは家庭教育、学校教育、社会教育（コミュニティ教育）におい
て、あいさつの大切さ、あいさつがきちんとできなければならないということが強調されてい
るという。このような礼儀範節と道徳観が、朝鮮語によるあいさつを優勢言語に押し上げてい
るとも分析可能なのではないだろうか。
　朝鮮学校周辺コミュニティにおいては、朝鮮半島での生活経験がある 1 世の道徳観が、いま
だに受け継がれているといえる10。たとえば目上の人の前ではタバコは厳禁であり、お酒を飲
む場合の謙虚な態度、あいさつはことばだけでなく腰を折らなければならない、学校の先生・
恩師に対する礼儀と尊敬、家の中では帽子をとらなければならない、丁寧なことば使いと年長
者に対しては尊敬語の使用など、現代社会から見て堅苦しく思われることなどが、若干の変化
はあるにせよ受け継がれている。
　日本における朝鮮語コミュニティの規模と、そこに集う人々との接触頻度、そして更なる世
代交代などにより、このあいさつ（冠婚葬祭）ことばの優勢度および伝統的な礼儀をはじめ、
受け継がれてきたエスニック道徳観などは、今後変化するものと考えられる。
5．自分の考えを正確に、繊細に伝えることが出来ることば
　
　この質問は一般的な話す行為において、もっとも総合的な言語能力を伺い知ることが出来う
る質問の一つでもあろう。自分の考えを自由に述べるということは、感想、自己主張、感情な
どを過去・現在・未来を表す時制（tense）、統語、上中下称、単語選択、表現技法などを自覚
の有無に関わらず駆使しなければならない。これらが一定の規範に従いながらでないと、話す
内容が相手に正確に、詳細に伝わらない。また私的な場面と公的な場面の両方においても行な
われる言語行為でもある。
　そのような意味で「話す」行為、特に自分の考えを正確に、詳細に伝えることが出来ると判
断されることばの優先言語を、バイリンガルである人たちに問うことは、バイリンガル測定に
おいて重要な設問となろう。なお、この設問も中高生にはもうけていないため、大学生以上の
回答集計となる。
10 15 世紀刊行の『三綱行實圖』、儒学者である李退渓（1501~1570）、李栗谷（1536~1584）などの流れから来る伝統
的な儒教文化（道徳観）を指すが、生活に密着した文化価値観。
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　あいさつは、被調査者にとってコミュニティ生活を営む上で大変重視されている。例えば学
校教育だけでなくコミュニティの中でも「東方礼儀之国」ということばが頻繁に使われ、外す
ことの出来ないエスニック道徳観として重視されている。
　この「東方礼儀之国」ということばは、辞典にも載っているが、例えば韓国の『
 （セウリマルクンサジョン）』上』（1974 年初版　三省出版社）には「礼儀をよく守る東の
国。むかし中国が我が国を表したことば」となっている。また北朝鮮の『 （朝鮮
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回答集計となる。
10 15 世紀刊行の『三綱行實圖』、儒学者である李退渓（1501~1570）、李栗谷（1536~1584）などの流れから来る伝統
的な儒教文化（道徳観）を指すが、生活に密着した文化価値観。
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図表 10：「自分の考えを正確に、繊細に伝えることが出来ることば」の％統計
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　結果は、すべての対象者において、日本語が優勢であったが、その中で教員の場合、朝鮮語
が 35％であり、どちらともいえない（12％）を合わせると約半数に上った。大学生・院生と
一般成人の比率が似通っているのも特徴であるが、日本語が優先言語であった。
　逆に考え「どちらともいえない」を「日本語」と合わせると、大学生・院生 81％、一般成
人 80％となり、教員も 65％であるため、総合するとやはり結果的には、日本語の優位は不動
であるが、絶対優勢言語（日本語）環境下であることを無視し、朝鮮語の％が低いとの表面的
評価だけが一人歩きをすることを警戒しなければならない。
図表 11：「自分の考えを正確に、繊細に伝えることが出来ることば」の教員年代別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代 53 人 8 人（15.1％） 38 人（71.7％） 7 人（13.2％）
30 代 36 人 16 人（44.4％） 18 人（50.0％） 2 人（5.6％）
40 代 24 人 13 人（54.2％） 8 人（33.3％） 3 人（12.5％）
50 代以上 11 人 6 人（54.5％） 2 人（18.2％） 3 人（27.3％）
　「図表 11」からは教員の場合、年代が高くなるほど朝鮮語の優勢度が上がっていることが判
明する。これは朝鮮語での言語生活年数が作用しているものと考えられるであろう。
　特に 20 代は、他の年代と比べると明らかに日本語のほうが自分の考えを正確に、繊細に伝
えることが出来るという答えが多かったが、彼らが 40 代、50 代になって、現在の 40 代、50
代と同じようになるのか、ならないのかは、今後、在日を取り巻く環境が織り成す変化　が大
きく作用するものと考えられるが、1 世が完全に存在しなくなること、帰化・同化のさらなる
増加を勘案するとき、朝鮮語の優勢度が、現在よりも高くなる可能性は低いのではないかと筆
者は推測する。
　「どちらともいえない」をどのように見るかという問題はあるものの、「図表 12」を通して、
50 代以上以外の 20 代から 40 代までは似たような結果が出た。年代別・男女別における個人
差はそれほどないという証しであると分析できよう。
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　また朝鮮学校周辺コミュニティにおける平均的統計としての信憑性が確保された統計、つま
り、ばらつきがほとんどないという共時態としての状況を映し出したと考えることが出来る。
　50 代以上の男性は、おもに家庭の主婦である女性とはちがい、「外（コミュニティ）」での仕事・
接触が多くなるという特性などが、このような結果を産出させていると考えられる。
図表 12：「自分の考えを正確に、繊細に伝えることが出来ることば」の成人年代別・男女別詳細統計
朝鮮語 日本語 どちらともいえない
20 代男性 39 人 7 人（18.0％） 32 人（82.0％） 0人（0％）
20 代女性 32 人 6 人（18.8％） 26 人（81.2％） 0人（0％）
30 代男性 31 人 5 人（16.1％） 23 人（74.2％） 3人（9.7％）
30 代女性 36 人 7 人（19.4％） 27 人（75.0％） 2人（5.6％）
40 代男性 33 人 6 人（18.2％） 23 人（69.7％） 4人（12.1％）
40 代女性 18 人 2 人（11.1％） 15 人（83.3％） 1人（5.6％）
50 代以上男性 15 人 8 人（53.3％） 4人（26.7％） 3人（20％）
50 代以上女性 21 人 4 人（19.0％） 14 人（66.7％） 3人（14.3％）
6．まとめ
　
　ここまで「話す」言語行為（日常会話、スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す、あい
さつ（冠婚葬祭含む）、自分の考えを正確に、繊細に伝えることが出来ることば）の調査結果
を公表し分析したが、まとめてみたい。
　大雑把にみると、「日常会話」は日本語が優勢、「スピーチ、会議などフォーマルな場面で話す」
は朝鮮語が優勢、「あいさつ（冠婚葬祭含む）」は朝鮮語が優勢、「自分の考えを正確に、繊細
に伝えることが出来ることば」は日本語が優勢となる。また総じてフォーマルな場面では朝鮮
語、カジュアル（日常的なの意味）な場面では日本語が優勢であると見ることもできる。若干
の差異はあるものの、「日常会話」と「自分の考えを正確に、繊細に伝えることが出来ることば」
の結果に類似性が認められるということは、このことを裏付ける根拠となりうるのではないだ
ろうか。
　しかも面白いことは、先ほど見た「制限コード」と「精密コード」の見解からすれば、被調
査者の場合、A：朝鮮語が「精密コード」であり第 2言語、B：日本語が「制限コード」であ
り第 1言語となる。このAは主に朝鮮学校にて習得されるが、Bは生まれ育つ中で自然と身
につく。
　P・トラッドギル（2005）も指摘しているが、二つのコードから欠陥言語に関する問題、学
校教育上の問題などを「具体例」を持って「解釈しなおす」ことが必要であると認めるが、今
回のアンケート結果は、これらに新たな「地平」を切り開く可能性を秘めていると考えられる。
その「地平」のキーワードは「バイリンガルによる 2つの言語コード」であり「バイリンガル
による新たなコード解釈」になると筆者は捉えている。
　言語的マイノリティやエスニック・マイノリティのことばをどのように捉え評価するのかは
彼らの尊厳やアイデンティティと絡む問題である。例えば、バイリンガルは 2言語を母語並み
に扱う人を指すのであって居住国のことばが母語並みではない、あるいは自分の出自民族のこ
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とばも中途半端であるとの外部評価によって、マイノリティのアイデンティティが屈折する場
合がある。ことばの評価によってコンプレックスが助長され自尊心を失い、出自を隠して生活
することもある11。
　上記のようなことを踏まえ、バイリンガルについては、次のように考察することが肝要であ
ろう。すなわち、「バイリンガルを考える、または定義づけに際しては、前提条件として一人
の人間が二つの言語についての能力を備えていることではあるが、いろいろな能力、可能性、
発展段階をもった人たちを包括的に考えるというアプローチが必要である。そして予測できな
い多様な形態が存在するので、さまざまな角度から、綿密な調査分析を行うことが必要であり、
「2 つの言語能力を母語並みに操れる人」という固定的な考えは正論として受容することは出
来ない」と。
　マイノリティの言語を扱う場合、歴史的・社会的背景や現状社会環境を念頭に、多様で複雑
なバイリンガル能力を実証的に考察することも大事であろう。
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